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『
畸
人
十
篇
』
の
研
究

―
第
一
篇
・
第
二
篇
訳
注
―

柴

田

篤

は
じ
め
に

『
畸
人
十
篇
』
は
、
明
末
に
来
華
し
た
イ
タ
リ
ア
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
中
国
名
は
利
瑪
竇
、
号
は
西
泰
、
一
五
五
二

〜
一
六
一
〇
）
が
、
中
国
文
で
著
し
た
書
物
で
あ
る
。
上
下
二
巻
、
全
十
篇
か
ら
成
る
。
リ
ッ
チ
が
実
際
に
中
国
人
士
大
夫
と
行
っ
た
対

話
を
基
に
し
た
も
の
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
（
天
主
教
）
や
西
洋
思
想
に
関
す
る
リ
ッ
チ
の
発
言
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
中

国
人
の
反
応
と
を
伝
え
た
貴
重
な
文
献
と
言
え
る
。
明
末
の
万
暦
三
六
年
（
一
六
〇
八
）
に
初
刻
さ
れ
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
『
天
主
実
義
』

（
一
六
〇
三
年
初
刻
）
と
共
に
、
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
・
朝
鮮
な
ど
東
ア
ジ
ア
地
域
の
社
会
や
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な（
１
）る
。
各
篇
の
標
題
は
、
以
下
の
よ
う
に
四
字
二
句
か
ら
な
っ
て
い
る
。

【
第
一
篇
】「
人
寿
既
過
、
誤
猶
為
有
」（
人
は
寿
命
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
）

【
第
二
篇
】「
人
於
今
世
、
惟
僑
寓
耳
」（
こ
の
世
は
人
に
と
っ
て
は
仮
の
宿
り
に
過
ぎ
な
い
）

【
第
三
篇
】「
常
念
死
候
、
利
行
為
祥
」（
常
に
死
の
時
の
こ
と
を
考
え
、
よ
く
生
き
る
こ
と
が
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
）

【
第
四
篇
】「
常
念
死
候
、
備
死
後
審
」（
常
に
死
の
時
の
こ
と
を
考
え
、
死
後
の
審
判
の
た
め
に
準
備
を
す
る
）
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【
第
五
篇
】「
君
子
希
言
、
而
欲
無
言
」（
君
子
は
め
っ
た
に
話
さ
ず
、
何
も
語
る
ま
い
と
思
う
）

【
第
六
篇
】「
斎
素
正
旨
、
非
由
戒
殺
」（
斎
戒
の
正
し
い
目
的
は
、
殺
生
を
戒
め
る
た
め
で
は
な
い
）

と
が

【
第
七
篇
】「
自
省
自
責
、
無
為
無
尤
」（
自
己
を
反
省
し
問
責
す
れ
ば
、
作
為
も
な
く
咎
も
な
い
）

【
第
八
篇
】「
善
悪
之
報
、
在
身
之
後
」（
善
悪
の
行
い
の
報
い
は
、
死
後
に
も
た
ら
さ
れ
る
）

【
第
九
篇
】「
妄
詢
未
来
、
自
速
身
凶
」（
む
や
み
に
未
来
を
問
う
こ
と
は
、
我
が
身
の
不
幸
を
早
め
る
こ
と
で
あ
る
）

【
第
十
篇
】「
富
而
貪
吝
、
苦
於
貪
窶
」（
富
ん
で
貪
る
の
は
、
貧
し
い
こ
と
よ
り
も
悲
惨
で
あ
る
）

筆
者
は
先
に
『
畸
人
十
篇
』
の
成
立
事
情
と
そ
の
内
容
や
版
本
な
ど
、
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
（
２
）た

。
現
在
の
と
こ
ろ
、
本

書
全
体
の
現
代
語
訳
は
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
第
一
篇
・
第
二
篇
の
訳
注
を
行
う
こ
と
に
す
（
３
）る
。

第
一
篇
の
対
話
者
は
、
文
中
に
は
「
李
太
宰
」
と
見
え
る
が
、
李
戴
（
生
卒
年
未
詳
）
の
こ
と
で
あ
る
。
字
は
仁
夫
、
河
南
省
延
津
の

出
身
で
あ
る
。
隆
慶
二
年
（
一
五
六
八
）
の
進
士
。
万
暦
二
六
年
（
一
五
九
八
）
に
吏
部
尚
書
と
な
り
、
同
三
一
年
（
一
六
〇
三
）
に
致

仕
し
て
い
る
。
本
文
中
に
「
私
は
そ
の
時
ち
ょ
う
ど
五
十
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
」
と
い
う
リ
ッ
チ
の
発
言
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

リ
ッ
チ
が
満
五
十
歳
に
な
る
一
六
〇
二
年
十
月
十
日
の
少
し
前
の
対
話
と
考
え
ら
れ
る
。
リ
ッ
チ
の
「
報
告
書
（
４
）」

第
四
の
書
・
第
１４
章
に

は
、「
彼
（
李
戴
）
も
神
父
（
リ
ッ
チ
）
と
親
し
く
言
葉
を
交
わ
し
た
い
と
望
ん
で
、
何
度
か
神
父
を
自
宅
に
呼
び
、
来
世
の
問
題
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。
そ
の
老
人
の
心
は
そ
う
し
た
問
題
の
方
に
傾
い
て
い
た
。
だ
が
、
職
務
ゆ
え
に
何
事
に
つ
け
て
も
時
間
の
ゆ
と
り
が

な
か
っ
た
」
と
見
え
る
。

第
二
篇
の
対
話
者
は
、
文
中
に
は
「
馮
大
宗
伯
」
と
見
え
る
が
、
馮
�
（
一
五
五
八
〜
一
六
〇
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
字
は
用

、
山

東
省
臨
�
の
出
身
で
あ
る
。
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
の
進
士
。
万
暦
二
九
年
（
一
六
〇
一
）
に
礼
部
尚
書
と
な
り
、
同
三
一
年
（
一
六

〇
三
）三
月
に
卒
し
て
い
る
。
本
文
末
尾
に
、
会
談
後
し
ば
ら
く
し
て
馮
�
が
逝
去
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
暦
三
〇
年（
一

六
〇
二
）
頃
の
対
話
と
考
え
ら
れ
る
。
リ
ッ
チ
の
「
報
告
書
」（
同
前
）
に
は
、「
と
り
わ
け
シ
ャ
ン
シ
ュ
（
尚
書
）
の
フ
ン
（
馮
）
か
ら
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は
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
受
け
た
。
彼
は
す
ぐ
れ
た
文
人
で
あ
り
、
し
か
も
た
い
へ
ん
親
切
だ
っ
た
か
ら
、
王
都
で
も
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
か

ら
愛
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。

第
一
篇
は
、
歳
を
取
る
こ
と
を
「
歳
が
無
く
な
る
」
と
表
現
し
た
リ
ッ
チ
の
発
言
に
驚
い
た
李
戴
に
対
し
て
、
リ
ッ
チ
が
、
時
は
過
ぎ

去
る
も
の
で
あ
り
、
心
や
徳
を
養
う
こ
と
（
道
徳
）
の
た
め
に
時
間
を
大
切
に
使
う
べ
き
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。

第
二
篇
は
、
先
ず
馮
�
が
、
人
生
は
い
か
に
苦
労
に
満
ち
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
列
挙
し
て
、
こ
の
よ
う
な
苦
難
の
人
生
を
与
え
て

い
る
天
主
は
人
を
禽
獣
ほ
ど
愛
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
問
い
質
し
て
い
る
。
リ
ッ
チ
は
こ
れ
に
答
え
る
形
で
、
今
の
世
は
人
に

と
っ
て
は
仮
の
世
で
、
本
来
の
住
み
か
は
後
の
世
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、『
天
主
実
義
』
第
三
篇
「
人

の
魂
は
不
滅
で
あ
り
、
鳥
獣
と
は
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
」
の
冒
頭
部
分
に
相
当
し
、
本
論
で
あ
る
霊
魂
不
滅
の
説
明
の
導

入
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
リ
ッ
チ
の
説
明
の
最
後
の
部
分
は
、『
天
主
実
義
』
第
五
篇
「
輪
廻
六
道
や
戒
殺
生
と
い
っ
た
誤
謬
の
説
を

論
駁
し
て
、
斎
戒
の
正
し
い
目
的
を
示
す
」
の
西
士
の
発
言
１６
に
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
文
章
に
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
後
藤
基

巳
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う（

５
）に
、
明
ら
か
に
馮
�
と
の
問
答
内
容
を
、
当
事
者
で
あ
る
馮
�
が
亡
く
な
っ
た
直
後
に
、
刊
行
直
前
の
『
天

主
実
義
』
に
挿
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
畸
人
十
篇
』
を
編
集
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
も
と
の
対
話
を
記
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

リ
ッ
チ
の
「
報
告
書
」（
同
前
）
に
は
、
李
戴
や
馮
�
と
の
問
答
内
容
を
、
数
年
後
に
『
畸
人
十
篇
』
の
二
章
に
仕
立
て
て
刊
行
し
た

が
、「
そ
の
お
か
げ
で
そ
の
本
及
び
そ
の
二
章
で
扱
っ
た
事
柄
は
、
大
き
な
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

【
注
】

（
１
）
『
天
主
実
義
』
に
つ
い
て
は
、
拙
訳
『
天
主
実
義
』（「
東
洋
文
庫
」
七
二
八
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
）
を
参
照
。

（
２
）
拙
稿
「『
畸
人
十
篇
』
研
究
序
説
」（『
哲
学
年
報
』
第
六
十
五
輯
、
九
州
大
学
、
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。

（
３
）
栗
田
英
二
氏
は
、『
畸
人
十
篇
』
全
十
篇
の
う
ち
、
第
一
篇
か
ら
第
八
篇
の
途
中
ま
で
の
訓
読
文
を
公
に
し
て
い
る
。「『
畸
人
十
篇
』
の
訓
読
―
平
田

篤
胤
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
―
」（「
西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
８
号
、
一
九
八
六
）、「『
畸
人
十
篇
』
の
訓
読
（
２
）
―
平
田
篤
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【
凡
例
】

一
、
本
稿
は
、
明
の
利
瑪
竇
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
）
著
『
畸
人
十
篇
』
上
下
二
巻
（
一
六
〇
八
年
初
刻
）
の
現
代
語
訳
で
あ
る
。

一
、
底
本
と
し
て
は
、
明
の
李
之
藻
が
編
纂
し
た
『
天
学
初
函
』（
一
六
二
九
年
刊
）
理
編
所
収
本
（
燕
貽
堂
較
梓
版
）
を
用
い
た
。

一
、
底
本
の
文
字
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
諸
版
本
を
参
考
に
し
て
、
こ
れ
を
改
め
た
。
但
し
、
後
世
の
改
竄
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

一
、
本
文
に
は
改
行
が
な
い
が
、
文
章
が
長
い
と
こ
ろ
は
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
適
宜
改
行
を
施
し
た
。

一
、
訳
文
は
で
き
る
だ
け
平
易
な
現
代
語
表
記
を
心
掛
け
た
。﹇

﹈
内
は
原
文
に
な
い
語
句
を
補
っ
た
と
こ
ろ
を
、（

）
内
は
語
句
の
簡
単
な
説
明
を
施
し

た
と
こ
ろ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。

一
、
訳
文
中
、
キ
リ
ス
ト
教
で
説
く
「
神
」
に
つ
い
て
は
、
「
天
主
」
と
い
う
訳
語
で
統
一
し
た
。
但
し
、
原
文
に
「
天
主
」
と
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
（

）

内
に
原
文
を
表
記
し
た
。

一
、
利
瑪
竇
の
独
特
の
用
語
や
用
法
な
ど
は
、
注
で
原
文
を
示
し
た
。

一
、
注
に
引
用
す
る
『
旧
約
聖
書
』
と
『
新
約
聖
書
』
の
語
は
、『
聖
書

新
共
同
訳
』（
日
本
聖
書
協
会
発
行
、
一
九
八
七
）
に
依
っ
た
。
た
だ
し
、
本
文
中

の
表
記
に
つ
い
て
は
、『
畸
人
十
篇
』
の
原
文
を
忠
実
に
現
代
語
訳
し
た
。

胤
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
―
」（「
西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
９
号
、
一
九
八
七
）、「『
畸
人
十
篇
』
の
訓
読
（
３
）
―
平
田
篤
胤

と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
―
」（「
西
日
本
宗
教
学
雑
誌
」
第
１０
号
、
一
九
八
八
）。
い
ず
れ
も
、
原
漢
文
に
句
読
点
、
返
り
点
を
施

し
、
送
り
が
な
や
ふ
り
が
な
を
振
り
、
語
注
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
語
訳
と
し
て
は
、『
畸
人
十
篇
―
東
洋
人
の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
の

紹
介
―
』（
全
州
大
学
校
出
版
部
、
一
九
九
七
）
が
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
訳
注
で
は
、
近
年
中
国
で
出
版
さ
れ
た
校
点
本
『
利
瑪
竇
中
文
著
訳
集
』（
朱

維
錚
主
編
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
所
収
の
『
畸
人
十
篇
』
も
参
照
し
た
が
、
同
本
は
道
光
二
七
年
（
一
八
四
七
）
重
刻
本
を
底
本
と
し
て
お

り
、
明
末
版
と
は
文
字
に
重
大
な
改
変
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
（
拙
稿
「『
畸
人
十
篇
』
研
究
序
説
」
を
参
照
）。

（
４
）
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
「
報
告
書
」
の
原
題
は
、M

atteo
R

icci,
D

ella
entrata

della
com

pagnia
di

G
esù

e
christianità

nella
C

ina

（「
イ
エ
ズ
ス
会
に

よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
チ
ー
ナ
布
教
に
つ
い
て
」）
で
、
川
名
公
平
氏
訳
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史

一
・
二
』（
岩
波
書
店
『
大
航
海
時
代
叢
書
』
第
�

期
、
第
８
・
９
卷
所
収
、
一
九
八
二
・
一
九
八
三
）
に
よ
る
。

（
５
）
後
藤
基
巳
『
天
主
実
義
』（「
中
国
古
典
新
書
」、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
一
）
の
解
説
（
二
一
〜
二
二
頁
）
を
参
照
。
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現
代
語
訳
『
畸
人
十
篇
』
上
巻

第
一
篇
「
人
は
寿
命
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
」

り

ぶ
し
ょ
う
し
ょ

り
た
い

吏
部
尚
書
で
あ
る
李
戴
が
私
の
年
齢
を
尋
ね
た
。
私
は
そ
の
時
ち
ょ
う
ど
五
十
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
、「
も
う
五
十
歳
が
無

く
な
り
ま
し
た
」
と
答
え
て
言
っ
た
。﹇
す
る
と
﹈﹇
李
﹈
吏
部
尚
書
は
、「
え
っ
、
あ
な
た
方
の
教
え
で
は
有
る
も
の
を
無
い
と
言
う
の

で
す
か
」
と
言
っ
た
。
私
は
、「
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
と
い
う
も
の
は
、
過
ぎ
去
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、『
今
﹇
五
十
歳
が
﹈
有
り
ま
す
』
と
は
敢
え
て
言
わ
な
い
だ
け
な
の
で
す
」
と
言
っ
た
。﹇
李
﹈
吏

こ
く

あ
わ

い
つ

部
尚
書
は
納
得
し
な
か
っ
た
。﹇
そ
こ
で
﹈
私
は
、
続
け
て
言
っ
た
、「
こ
こ
に
あ
る
人
が
い
て
、
五
十
石
の
粟
を
所
有
し
、
五
十
鎰
の
金

を
手
に
入
れ
た
と
し
ま
（
１
）す

。
こ
れ
を
蔵
や
袋
の
中
に
し
ま
っ
て
お
け
ば
、﹇
い
る
時
に
﹈
取
り
出
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
、
思
い
通
り
に

か
ら

使
え
ま
す
。
こ
う
い
う
場
合
で
こ
そ
『
有
る
』
と
言
う
の
で
す
。
蔵
や
袋
が
空
に
な
る
ま
で
使
っ
て
、
そ
れ
で
も
『
有
る
』
と
言
え
る
で

た

し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
一
年
は
一
月
が
、
一
月
は
一
日
が
積
み
重
な
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
私
が
生
ま
れ
て
一
日
が
経
ち
、
太
陽
が
大
地

に
没
す
れ
ば
、
一
年
と
一
月
と
我
が
寿
命
は
、
一
日
分
す
っ
か
り
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
月
が
十
二
月
に
な
り
、
季
節
が
冬
に

な
っ
て
も
や
は
り
同
じ
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
一
日
が
無
く
な
り
、
一
年
が
無
く
な
る
と
、
身
体
は
日
々
に
成
長
し
ま
す
が
、
生
命

は
日
々
に
消
え
て
行
く
の
で
す
。
年
齢
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、『
有
る
』
と
言
う
の
が
間
違
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と

も
『
無
い
』
と
言
う
の
が
間
違
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
」
と
。﹇
李
﹈
吏
部
尚
書
は
私
の
最
初
の
答
え
の
意
味
を
悟
り
、
た
い
そ
う
喜
ん

で
、「
そ
う
か
、
年
齢
が
過
ぎ
去
っ
た
以
上
、
そ
れ
が
『
有
る
』
と
言
う
こ
と
は
本
当
に
で
き
な
い
の
で
す
ね
」
と
言
っ
た
。

私
は
更
に
言
っ
た
、「
も
し
あ
る
人
が
、
何
鎰
か
の
金
や
何
石
か
の
粟
を
手
に
入
れ
て
、
こ
れ
を
使
っ
て
織
物
や
器
具
に
換
え
、
自
分

を
養
い
、
老
人
や
幼
児
を
養
い
育
て
る
な
ら
ば
、﹇
金
や
粟
は
﹈
無
く
な
る
こ
と
は
無
く
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
﹇
形
を
変
え
て
そ
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と
ば
く

れ
は
﹈『
有
る
』
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
賭
博
で
こ
れ
を
浪
費
し
た
り
、
谷
底
に
棄
て
た
り
、
あ
げ
る
べ
き
で
な
い
人
に
あ
げ

た
り
す
れ
ば
、
こ
れ
は
『
本
当
に
無
く
な
っ
た
（
無
く
し
た
）』
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
私
は
過
ぎ
去
っ
た
歳
月

む

だ

の
間
、
治
国
の
事
績
も
な
く
、
家
政
の
営
み
も
せ
ず
、
我
が
身
を
修
め
る
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
歳
月
を
使
っ
た
の
は
無
駄
に
使
っ
た

だ
け
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
今
無
い
と
い
う
の
は
、
本
当
に
無
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。﹇
そ
れ
な
の
に
﹈
ま
だ
有
り
ま
す
な
ど

と
偽
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

﹇
李
﹈
吏
部
尚
書
は
言
っ
た
、「
あ
あ
、
貴
方
は
何
と
謙
虚
な
言
い
方
を
な
さ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
無
駄
に
歳
月
を
過
ご
し
た
だ
け
で
、

な
す
べ
き
こ
と
を
な
さ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
生
命
は
無
か
っ
た
﹇
も
同
然
﹈
と
言
わ
れ
る
。
世
間
に
は
愚
か
者
が
い
ま
す
。

若
い
時
か
ら
年
老
い
る
ま
で
、
天
を
軽
ん
じ
、
人
を
傷
つ（

２
）け
、
己
を
汚
す
ば
か
り
で
す
。﹇
そ
れ
で
も
﹈
天
は
慈
愛
深
く
、
更
に
そ
の
者

に
寿
命
を
与
え
、
そ
の
行
い
を
改
め
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
が
、
彼
は
か
え
っ
て
そ
の
寿
命
を
使
っ
て
過
ち
を
増
し
加
え
、
死
の
時
に
至
っ

て
は
、
年
齢
の
分
だ
け
悪
を
積
み
重
ね
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
何
と
危
う
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
貴
方
は
そ
の
寿
命
が
有
る
と
言
わ

れ
ま
す
か
、
無
い
と
言
わ
れ
ま
す
か
」
と
。
私
は
言
っ
た
、「
生
ま
れ
な
か
っ
た
方
が
ま
し
で
し
ょ
う
」
と
。

し
ば
ら
く
し
て
、﹇
李
﹈
吏
部
尚
書
は
住
ま
い
の
方
に
席
を
移
し
て
、
身
内
の
者
た
ち
に
先
程
の
私
と
の
問
答
を
語
っ
て
聞
か
せ
た
上

で
言
っ
た
、「
そ
も
そ
も
西
洋
の
学
校
で
教
え
る
真
実
の
学
問
は
、
実
践
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
お
前
た
ち
も
こ
れ

を
究
め
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
。

あ
あ
、
時
の
本
質
は
永
遠
に
流
れ
て
止
ま
る
こ
と
が
な（

３
）い

。
過
ぎ
去
っ
た
年
は
も
は
や
存
在
し
な

（
４
）い

。
ま
し
て
や
、
ま
だ
来
て
い
な
い

に
っ

し
ん

時
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
か
ら
私
は「
日
き

箴
」（
時
の
戒
め
）を
作
り
、
こ
の
よ
う
に
記
し
た
。「
過
ぎ
去
っ
た
時
は
、
去
っ
て
し
ま
っ

い
ず
こ

て
追
い
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
っ
て
来
る
時
は
、
ま
だ
来
て
い
な
い
の
で
迎
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
時
は
何
処
に
有
る
の
か
。

す
き
ま

わ
ず
か
な
隙
間
を
あ
っ
と
い
う
間
に
白
馬
が
通
り
過
ぎ
る
よ
う
な
今
﹇
と
い
う
瞬
間
﹈
だ
け
（
５
）が
、
修
め
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
わ

ず
か
な
時
を
用
い
る
こ
と
が
無
駄
だ
と
い
う
な
ら
ば
、
一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
有
益
な
時
が
来
る
だ
ろ
う
か
。
す
べ
て
物
は
失
わ
れ
て
も
、
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努
力
し
て
追
い
か
け
て
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
る
し
、
懸
命
に
加
え
て
補
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
時
だ
け
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
今
日
と

い
う
日
が
ひ
と
た
び
去
れ
ば
、
新
し
い
日
が
次
々
に
や
っ
て
来
て
、
今
日
と
い
う
日
は
益
々
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
。
ど
う
し
て
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
よ
う
か
。
新
し
い
日
に
は
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
日
の
こ
と
が
で
き
る
だ
け
だ
。
ど
う
し
て
﹇
既
に
過
ぎ
去
っ
た
﹈
今
日
を
補
う
ゆ

と
り
な
ど
あ
ろ
う
か
。
春
が
来
て
し
ま
え
ば
、
農
夫
は
失
っ
た
冬
の
時
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
老
年
が
来
て
し
ま
え
ば
、
人
は

失
っ
た
少
年
の
時
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
浪
費
す
べ
き
時
な
ど
な
い
の
だ
。
そ
も
そ
も
自
分
が
所
有
し
て
使
用
で
き

る
も
の
で
、
自
分
の
年
（
寿
命
）
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
年
は
、
私
と
共
に
生
ま
れ
、
私
と
共
に
死
ぬ
。
他
人
が
奪
う
こ
と
な
ど
で
き
な

い
。
ど
ん
な
時
で
も
私
に
従
い
、
ど
こ
に
い
て
も
私
の
側
に
い
る
。
智
者
は
時
を
知
っ
て
お（

６
）り
、
時
が
貴
い
宝
物
だ
と
知
っ
て
い
る
。
一

日
で
も
一
晩
で
も
無
駄
に
棄
て
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
」
と
。

み
む
ね

昔
、
我
が
国
に
一
人
の
学
者
が
い
た
。
い
つ
も
天
主
に
対
し
て
静
か
に
思
い
を
潜
め
、
物
事
を
行
う
際
に
は
、
天
主
の
御
旨
を
仰
い
で

そ
れ
に
か
な
う
よ
う
に
努
力
し
た
が
、
俗
事
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
緊
急
の
出
来
事
が
起
き
、
一
晩
、
茫
然
と

し
て
﹇
天
主
の
こ
と
を
﹈
忘
れ
て
思
わ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
深
く
覚
っ
て
、
直
ち
に
悔
い
嘆
い
て
言
っ
た
、「
あ
あ
、
一
晩
中
、

天
主
の
こ
と
を
思
わ
な
か
っ
た
。
ま
る
で
鳥
獣
の
よ
う
だ
」
と
。
こ
の
学
者
は
、
一
晩
、
天
主
の
こ
と
を
思
わ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
鳥
獣

に
な
っ
た
と
自
ら
を
叱
咤
し
た
。
も
し
一
日
中
、
こ
の
﹇
天
主
へ
の
﹈
思
い
が
な
く
、
一
年
中
、
こ
の
﹇
天
主
の
﹈
こ
と
を
忘
れ
る
な
ら

の
の
し

ば
、
草
木
や
土
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
自
ら
を
罵
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

立
派
な
人
物
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
を
も
尊
び
、
い
つ
も
一
日
が
短
い
と
感
じ
て
い
る
。
愚
か
な
人
物
は
、﹇
時
間
を
﹈
気
に
も

留
め
ず
、
ひ
た
す
ら
遊
び
戯
れ
て
一
日
を
過
ご
す
。
自
分
に
は
十
分
な
時
間
が
な
い
の
に
、
そ
れ
で
も
や
る
こ
と
を
減
ら
し
て
日
を
過
ご

そ
う
と
し
て
い
る
。
遊
び
戯
れ
る
暇
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
真
剣
に
道
﹇
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
﹈
に
励
む
者
は
、
自
分
を
旅
人
の
よ
う
に

ふ
と
こ
ろ

見
な
す
。
貴
重
な
貨
幣
を
懐
に
入
れ
て
、
荒
野
を
行
く
う
ち
に
、
に
わ
か
に
日
が
暮
れ
て
真
っ
暗
に
な
り
、
道
も
分
か
ら
な
く
な
る
。
安

心
し
て
泊
ま
れ
る
所
が
遠
く
に
あ
る
の
か
近
く
に
あ
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
。
こ
ん
な
時
、
安
心
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

『畸人十篇』の研究 ―第一篇・第二篇訳注―

一
六
三



心
を
戒
め
慎
ま
な
い
で
よ
い
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
一
日
﹇
一
日
﹈
は
、
も
と
も
と
不
幸
で
も
な
け
れ
ば
、
空
虚
で
も
な
い
。
お
よ
そ
一
日
が
あ
る
の
に
、
少
し
で
も
用
い
て
自

ら
の
過
ち
を
少
な
く
も
せ
ず
、
少
し
で
も
用
い
て
自
ら
の
徳
を
増
や
し
も
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
日
は
不
幸
な
一
日
、
空
虚
な
一
日
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
普
通
の
人
が
財
産
を
作
る
と
、
急
用
が
あ
っ
て
も
常
に
財
産
を
惜
し
む
。
君
子
は
正
し
い
こ
と
に
一
日
を
用
い
、
常
に

一
日
を
大
切
に
す
る
。
あ
あ
、
世
間
の
人
は
、
誰
が
一
体
時
を
重
視
し
よ
う
か
。
誰
が
一
日
を
軽
ん
じ
て
た
や
す
く
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
一
日
功
夫
を
行
っ
て
も
、
善
を
尽
く
す
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、
過
ち
を
犯
さ
な
い
こ
と
を
免
れ
た
り
す
る
こ

く

も

か

は
え

と
が
で
き
よ
う
か
。
何
と
浅
は
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
蜘
蛛
と
い
う
虫
は
、
生
涯
織
物
上
手
で
、
網
を
張
っ
て
蚊
や
蠅
を
捕
ま
え
る
が
、

さ
ま
つ

し
ば
し
ば
風
に
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。
人
が
生
涯
些
末
な
こ
と
に
努
力
し
て
し
か
も
完
成
で
き
な
い
こ
と
も
、﹇
こ
れ
と
﹈
何
の
違
い
が
あ

ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
世
の
中
の
様
々
な
事
物
は
、
退
け
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
留
め
て
お
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
賢
い
者
は

そ
れ
ら
に
対
し
て
﹇
自
分
の
﹈
心
を
貸
す
が
、
愚
か
な
者
は
﹇
自
分
の
﹈
心
を
与
え
て
し
ま
う
。
貸
す
者
は
し
ば
ら
く
預
け
る
だ
け
﹇
で

ま
た
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
﹈
だ
が
、
与
え
る
者
は
自
分
の
も
の
で
な
く
﹇
な
り
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
く
﹈
な
っ
て
し

ま
う
。
あ
あ
、
世
間
の
人
は
何
と
大
き
な
過
ち
を
犯
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
朝
か
ら
晩
ま
で
俗
事
に
せ
き
立
て
ら
れ
て
、
道
徳
や
、
心

を
慎
み
、
行
い
を
修
め
る
こ
と
な
ど
に
話
が
及
ぶ
と
、
直
ち
に
「
と
て
も
良
い
こ
と
だ
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
。
た
だ
私
に
は
暇
が
な

い
だ
け
だ
」
と
言
う
。
良
く
も
な
く
、
大
切
で
も
な
い
こ
と
を
す
る
の
に
は
時
間
が
あ
る
の
に
、
良
い
こ
と
や
大
切
な
こ
と
を
行
う
と
な

る
と
、
途
端
に
「
暇
が
な
い
」
と
言
う
の
は
、
何
と
狂
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
人
は
た
と
え
ど
ん
な
緊
急
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
毎
日

二
度
三
度
の
食
事
を
取
る
余
裕
が
な
い
こ
と
は
な
く
、「
暇
が
な
い
」
な
ど
と
言
っ
た
り
は
決
し
て
し
な
い
。
体
を
養
う
た
め
に
は
わ
ず

か
で
も
暇
を
作
り
、
こ
の
よ
う
に
努
力
す
る
の
に
、
心
を
養
う
た
め
に
は
﹇
暇
を
作
る
こ
と
が
﹈
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
心
や
徳
を

養
う
た
め
に
、
わ
ず
か
な
暇
を
作
る
余
裕
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
上
な
く
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
求
め
て
得
ら
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れ
な
い
場
合
に
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
何
と
痛
ま
し
い
こ
と
か
。

【
注
】

こ
く

（
１
）
一
石
（
原
文
は
斛
）
は
十
斗
。
一
鎰
は
二
十
両
。

と
が

（
２
）
原
文
に
は
、「
侮
天
耳
、
害
人
耳
」
と
あ
る
。『
論
語
』
憲
問
篇
に
、「
子
曰
く
、
天
を
怨
み
ず
、
人
を
尤
め
ず
、
下
学
し
て
上
達
す
」
と
見
え
る
。

（
３
）
『
荘
子
』
秋
水
篇
に
、「
時
は
止
ま
る
こ
と
無
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
呂
氏
春
秋
』
首
時
篇
に
、「
時
は
久
し
く
は
留
ま
ら
ず
」
と
あ
る
。

（
４
）
『
国
語
』
越
語
下
に
、「
時
は
再
び
は
来
ら
ず
」
と
あ
る
。

は
っ
く

げ
き

ご
と

こ
つ

（
５
）
原
文
に
は
、「
惟
目
下
過
隙
白
駒
」
と
あ
る
。『
荘
子
』
知
北
遊
篇
に
、「
人
の
天
地
の
間
に
生
く
る
は
、
白
駒
の
卻
を
過
ぐ
る
が
若
く
、
忽
然
た
る
の

み
」
と
見
え
る
。

（
６
）
原
文
に
は
、「
智
者
知
日
也
」
と
あ
る
。『
呂
氏
春
秋
』
當
務
篇
に
、「
時
を
知
る
は
智
な
り
」
と
、『
孔
子
家
語
』
屈
節
解
篇
に
、「
智
者
は
時
を
失
わ

ず
」
と
見
え
る
。

第
二
篇
「
こ
の
世
は
人
に
と
っ
て
は
仮
の
宿
り
に
過
ぎ
な
い
」

れ
い
ぶ
し
ょ
う
し
ょ

ふ
う
き

礼
部
尚
書
で
あ
る
馮
�
（
１
）が
私
に
尋
ね
て
言
っ
た
、「
天
地
の
間
の
万
物
の
中
で
は
人
間
だ
け
が
最
も
高
貴
な
存
在
で
あ
っ
て
、
鳥
獣
な

ど
及
び
も
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
「
人
は
天
地
と
並
び
立
つ
（
２
）」
と
言
う
の
で
す
。
し
か
し
、
ま
た
鳥
獣
を
観
察
し
て

き

き

み
ま
す
と
、
そ
の
様
子
は
人
間
よ
り
か
え
っ
て
快
適
で
自
由
で
あ
る
よ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、﹇
鳥
獣
は
﹈
生
ま
れ
た
と
た
ん
に
嬉
嬉

と
し
て
自
分
の
力
で
行
動
し
、﹇
自
分
を
﹈
育
て
て
く
れ
る
も
の
に
従
い
、
傷
つ
け
る
も
の
か
ら
は
身
を
避
け
ま
す
。﹇
鳥
獣
は
﹈
毛
や
羽
、

う

と

た
く
わ

爪
や
甲
羅
を
身
に
ま
と
っ
て
﹇
い
る
だ
け
で
﹈、
衣
服
や
履
物
も
持
た
ず
、
種
え
る
こ
と
も
採
り
入
れ
る
こ
と
も
せ
ず
、
貯
え
る
倉
庫
も

た炊
い
た
り
供
え
た
り
す
る
器
具
も
持
た
な
い
の
に
、
食
べ
る
ま
ま
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
、
思
い
の
ま
ま
に
休
息
す
る
こ
と
が
で
き
、

天
地
の
間
に
楽
し
ん
で
、
常
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、﹇
人
間
の
よ
う
に
﹈
他
者
と
自
己
、
貧
窮
と
富
裕
、
尊
貴
と
卑
賤
と
の
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区
別
も
な
け
れ
ば
、
な
す
べ
き
か
ど
う
か
と
か
、
何
を
先
に
す
べ
き
か
と
か
、
ど
う
し
た
ら
功
名
を
得
ら
れ
る
か
と
か
、
そ
う
し
た
思
い

に
心
を
縛
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
み
求
め
て
、
日
々
思
い
の
ま
ま
に
行
う
だ
け
で
（
３
）す
。

﹇
そ
れ
に
比
べ
て
﹈
人
が
生
ま
れ
る
と
き
、
母
親
は
先
に
腹
を
痛
め
苦
し
み
、
胎
を
出
た
赤
ん
坊
は
口
を
開
け
た
と
た
ん
に
泣
き
声
を

発
し
ま
す
。
ま
る
で
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
災
難
を
す
で
に
自
分
で
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
生
ま
れ
た
当
初
は
﹇
体
も
﹈
弱
く
、
歩

い
て
動
く
こ
と
も
で
き
ず
、
三
歳
に
な
っ
て
や
っ
と
抱
か
れ
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
（
４
）す

。
壮
年
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
労
働
が
あ
り
、

し
ろ
く

苦
労
を
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
農
夫
は
春
夏
秋
冬
い
つ
で
も
田
畑
を
耕
し
、
商
人
は
幾
年
も
山
河
を
経
め
ぐ
り
、
職
人
は
四
六

じ時
中
、
手
足
を
働
か
せ
、
士
大
夫
は
昼
も
夜
も
精
神
を
す
り
へ
ら
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
君
子
は
心
を
労
し
、
小
人
は
力
を
労
す

（
５
）」

と
あ

る
通
り
で
す
。
五
十
年
の
人
生
に
は
五
十
の
苦
し
み
が
あ
り
ま
す
。
一
人
の
体
の
病
気
と
な
る
と
、﹇
そ
の
数
は
﹈
百
ど
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
医
術
書
を
見
る
と
、
目
の
病
気
一
つ
を
取
っ
て
も
三
百
い
く
つ
も
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
体
全
体
の
病
気
と
な
る
と
、

に
が

と
て
も
数
え
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
病
気
を
治
す
薬
も
、
た
い
て
い
は
口
に
苦
い
も
の
で
（
６
）す
。
こ
の
世
の
中
で
も
、

い
け
に
え

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
虫
や
動
物
は
毒
具
を
使
っ
て
人
を
傷
つ
け
ま
す
。
あ
た
か
も
人
が
神
明
に
誓
う
た
め
に
生
贄
を
殺
し
て
血
を
す
す
る

よ
う
に
し
ま
（
７
）す

。
一
寸
に
満
た
な
い
虫
で
も
七
尺
の
体
﹇
の
人
間
﹈
を
殺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
間
同
士
で
も
互
い
に
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
凶
器
を
作
っ
て
人
の
手
足
や
肢
体
を
切
断
し
ま
す
。
尋
常
で
な
い
死
に
方
は
、

た
い
て
い
は
人
が
殺
し
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
今
の
人
は
昔
の
武
器
は
役
に
立
た
な
い
と
し
て
、
さ
ら
に
新
た
な
も
の
を
製
造
し
、
益
々

さ
つ
り
く

強
烈
な
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
は
野
で
も
町
で
も
ど
こ
で
も
殺
戮
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
り
に
平
和
な

世
の
中
で
あ
っ
て
も
、
何
も
欠
け
る
こ
と
の
な
い
家
族
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
財
産
が
あ
っ
て
も
子
孫
が
な
い
と
か
、
子
孫
が
あ
っ
て
も

才
能
が
な
い
と
か
、
才
能
は
あ
っ
て
も
安
楽
が
な
い
と
か
、
安
楽
が
あ
っ
て
も
権
力
が
な
い
と
か
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、
不
完
全
で
恥
ず

ぐ

ち

べ
き
だ
と
﹇
愚
痴
を
﹈
こ
ぼ
し
ま
す
。
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
持
ち
な
が
ら
、
小
さ
な
不
幸
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば

ふ
さ

し
ば
で
す
。
生
涯
憂
い
ば
か
り
で
、
つ
い
に
大
き
な
憂
い
に
塞
が
れ
て
死
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
体
は
土
の
中
に
埋
め
ら
れ
て
も
、
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あ
ざ
む

﹇
苦
し
み
か
ら
﹈
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
昔
の
あ
る
賢
人
は
我
が
子
を
戒
め
て
、「
お
ま
え
は
自
分
を
欺
い
て
は
な

ら
な
い
。
良
心
を
く
ら
ま
し
て
は
な
ら
な
い
。
人
が
競
い
あ
っ
て
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
墓
場
に
す
ぎ
な
い
。
我
々
は
生
き
て
い
る
の
で
は

な
く
、
常
に
死
ん
で
い
る
の
だ
。
生
ま
れ
て
き
た
と
た
ん
に
死
ぬ
こ
と
が
始
ま
る
。
死
ぬ
と
言
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
が
完
全
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
だ
。
月
の
一
日
が
過
ぎ
れ
ば
、
一
日
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
一
歩
墓
場
に
近
づ
い
た
こ
と
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

う
れ

﹇
こ
の
よ
う
に
我
々
は
﹈
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
患
い
を
畏
れ
る
ば
か
り
で
、
い
つ
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、

で
も
、
外
面
の
苦
し
み
を
訴
え
て
い
る
だ
け
で
、
内
面
の
苦
し
み
は
、
誰
が
言
い
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

に
せ
も
の

す
べ
て
こ
の
世
の
辛
苦
は
本
物
の
辛
苦
で
す
が
、
快
楽
は
偽
物
の
快
楽
で
す
。
苦
労
は
日
常
の
こ
と
で
す
が
、
快
楽
は
ほ
ん
の
数
え
る

程
度
で
す
。
一
日
の
憂
い
は
十
年
訴
え
て
も
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
一
生
の
憂
い
ご
と
は
一
生
か
け
て
も
語
り
つ
く
せ
る
も
の
で
は

に
く

い
か

お
そ

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
に
あ
っ
て
人
の
心
は
、
愛
・
悪
し
み
・
忿
り
・
懼
れ
の
四
つ
の
感
情
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
高
い
山
に
あ

る
木
が
四
方
か
ら
の
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
、
片
時
も
﹇
心
の
﹈
静
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。﹇
ま
た
﹈
酒
色
に
溺
れ
た
り
、

功
名
に
惑
わ
さ
れ
た
り
、
財
貨
に
迷
っ
た
り
し
て
、
各
自
が
自
分
の
欲
に
引
き
ず
り
ま
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。﹇
で
す
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま

の
﹈
自
分
自
身
に
満
足
し
て
そ
れ
以
外
に
求
め
な
い
者
な
ど
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん
。
広
い
天
下
や
多
く
の
人
民
を
与
え
た
と
こ
ろ
で
決
し

て
満
足
し
な
い
の
で
す
。
愚
か
な
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
ら
、
人
は
自
ら
の
﹇
踏
み
行
う
べ
き
﹈
道
で
さ
え
悟
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
ま
し
て
そ
れ
以
外
の
道
に
お
い

て
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
な
の
に
孔
子
を
学
ん
だ
り
、
老
子
の
教
え
に
従
っ
た
り
、
仏
教
を
信
じ
た
り
と
、
世
間
の
人
々

の
心
は
三
つ
の
道
（
教
え
）
に
分
断
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
好
奇
心
の
強
い
者
は
新
説
を
立
て
て
別
に
学
派
を
創
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
う
ち
に
﹇
儒
・
仏
・
道
の
﹈
三
教
は
分
か
れ
て
三
千
も
の
教
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
で
も
ま
だ
止
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
で
は
「
正
道
だ
、
正
道
だ
」
と
言
い
ま
す
が
、
世
の
中
の
道
は
日
々
ま
す
ま
す
乱
れ
て
い
き
ま
す
。
上
の
者
は
下
の
者
を
軽
ん
じ
、
下

あ
な
ど

の
者
は
上
の
者
を
侮
り
ま

（
８
）す

。
父
親
は
横
暴
で
、
子
ど
も
は
反
抗
し
、
君
主
と
臣
下
は
互
い
に
憎
み
あ
い
、
兄
弟
は
互
い
に
傷
つ
け
あ
い
、
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夫
婦
は
互
い
に
そ
む
き
あ
い
、
朋
友
は
互
い
に
あ
ざ
む
き
あ
い
ま

（
９
）す

。
世
の
中
は
、
あ
ざ
む
き
と
へ
つ
ら
い
、
で
た
ら
め
と
い
つ
わ
り
に

満
ち
て
、
本
来
の
（
１０
）心

を
回
復
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
あ
世
間
の
人
々
は
、
本
当
に
あ
た
か
も
大
海
原
で
風
や
浪
に
遇
っ
て
、
船
舶

た
だ
よ

が
壊
れ
て
沈
み
、
波
間
に
漂
い
、
浮
き
沈
み
し
て
い
る
人
々
の
よ
う
で
す
。
誰
も
が
自
分
の
危
難
に
気
が
は
や
り
、
他
人
の
こ
と
に
は
気

は

か
ご

が
ま
わ
ら
ず
、
折
れ
た
板
ぎ
れ
に
し
が
み
つ
い
た
り
、
壊
れ
た
漂
流
物
に
這
い
上
が
っ
た
り
、
箱
や
籠
を
つ
か
ん
だ
り
、
手
当
た
り
し
だ

い
あ
わ
て
て
握
っ
て
放
し
ま
せ
ん
が
、﹇
結
局
は
﹈
あ
い
つ
い
で
死
ん
で
い
き
ま
す
。
何
と
も
残
念
な
こ
と
で
す
。
一
体
な
ぜ
天
主
は
人

間
を
こ
の
よ
う
な
苦
難
の
世
界
に
生
ま
れ
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
鳥
獣
ほ
ど
も
人
間
を
愛
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。

私
が
答
え
て
言
っ
た
、「﹇
お
っ
し
ゃ
る
通
り
﹈
世
の
中
に
こ
の
よ
う
な
苦
難
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
は
愚
か
に
も
執
着
し
て

﹇
こ
の
世
の
こ
と
を
﹈
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
心
が
安
ら
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
世
の
苦
渋
に
満
ち

た
あ
り
さ
ま
は
こ
ん
な
に
も
ひ
ど
い
の
に
、
世
間
の
人
々
は
愚
か
に
も
こ
の
世
で
大
事
業
を
行
っ
た
り
、
田
地
を
開
墾
し
た
り
、
名
声
を

さ
ん
だ
つ

し
い
ぎ
ゃ
く

へ
い
ど
ん

求
め
た
り
、
長
寿
を
願
っ
た
り
、
子
孫
の
こ
と
を
慮
っ
た
り
し
て
、
簒
奪
、
弑
逆
、
攻
撃
、
併
呑
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
し
ま
す
。
何

と
危
う
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

昔
、
西
方
の
国
に
二
人
の
有
名
な
賢
人
が
い
ま
し
た
。
一
人
は
へ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
と
言
い
、
も
う
一
人
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
言
い
ま
し

た
（
１１
）

。
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
い
つ
で
も
笑
い
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
い
つ
で
も
泣
い
て
い
ま
し
た
。
二
人
と
も
世
間
の
人
々
が
空
虚
な
も
の
を

そ
し

あ
わ

追
求
し
て
い
る
の
を
見
て
、
一
方
は
笑
っ
て
は
謗
り
、
他
方
は
泣
い
て
は
憐
れ
ん
で
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
あ
る
国
の
近
世
の
習
俗
の
こ

か
ど
ぐ
ち

と
を
聞
き
ま
し
た
。
今
も
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
友
人
た
ち
が
そ
の
門
口
に
立
っ
て
泣

と
む
ら

い
て
弔
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
子
が
苦
労
多
い
世
の
中
に
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。﹇
ま
た
﹈
亡
く
な
っ
た
人
が
あ
る
と
、
そ
の
門

口
に
立
っ
て
喜
ん
で
祝
い
ま
す
。
そ
の
人
が
苦
労
多
い
世
の
中
を
去
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
も
や
は
り
生
を
凶
（
不
幸
）
と
み
な
し
、
死

を
吉
（
幸
福
）
と
み
な
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
非
常
に
極
端
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
世
の
実
情
を
達
観
し
た
者
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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現
世
は
人
の
﹇
住
む
べ
き
﹈
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鳥
獣
に
と
っ
て
は
本
来
の
住
み
か
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、﹇
鳥
獣
は
﹈
現
世

ゆ
う
ぜ
ん

か
り
ず

で
悠
然
と
し
て
満
足
し
て
い
る
の
で
す
。
人
に
と
っ
て
、
現
世
は
し
ば
ら
く
の
仮
住
ま
い
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、﹇
人
は
﹈

こ
の
世
で
安
心
す
る
こ
と
も
満
足
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
す
。
ど
う
か
儒
教
で
譬
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
科
挙
試
験
に
譬
え
て

み
る
と
、
こ
の
日
、
士
人
は
苦
労
を
し
て
、
従
僕
は
気
楽
で
あ
る
か
の
よ
う
で
す
。﹇
し
か
し
、
は
た
し
て
﹈
役
人
（
試
験
官
）
は
従
僕

に
対
し
て
温
厚
で
士
人
に
対
し
て
冷
淡
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
一
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
そ
の
人
の
品
級
（
身
分
）
が

決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
試
験
が
終
わ
れ
ば
品
級
の
高
下
は
お
の
ず
と
は
っ
き
り
し
ま
す
。
私
が
思
い
ま
す
に
、
天
主
は
人
を
現
世
に

生
か
し
て
、
そ
の
心
を
試
し
て
、
そ
の
徳
行
の
高
下
を
判
断
し
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
現
世
は
我
々
の
仮
住
ま
い
で
あ
っ

て
、
永
遠
の
住
ま
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
本
当
の
住
ま
い
は
現
世
に
は
な
く
来
世
に
あ
り
、
人
﹇
の
中
﹈
に
で
は
な
く
天
﹇
主
の

中
﹈
に
あ
る
の
で（
１２
）す
。
そ
こ
に
至
っ
て
こ
そ
本
来
の
事
業
を
始
め
る
べ
き
な
の
で
す
。
現
世
は
鳥
獣
の
世
で
す
。
で
す
か
ら
、
各
種
の
鳥

獣
の
体
は
﹇
頭
が
﹈
地
を
向
い
て
い
ま
す
。
人
は
「
天
の
（
１３
）民

」
で
す
か
ら
、﹇
体
は
﹈
頭
を
上
げ
て
天
を
向
い
て
い
ま
す
。
現
世
を
本
来

の
住
み
か
と
す
る
者
は
、
鳥
獣
の
仲
間
に
な
ろ
う
と
す
る
者
で
す
。﹇
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
連
中
が
﹈
天
主
は
人
間
に
対
し
て
冷
酷

だ
と
み
な
す
の
は
、
も
と
よ
り
怪
し
む
に
足
り
な
い
こ
と
な
の
で
（
１４
）す

。
（
１５
）天

主
が
人
を
憐
れ
む
の
は
、
人
の
心
が
ひ
た
す
ら
地
上
の
物
に
向

さ
さ
い

け
ら
れ
、
そ
こ
を
故
郷
だ
と
考
え
、
現
世
の
些
細
な
こ
と
に
の
み
捉
わ
れ
て
、
天
の
故
郷
や
よ
り
高
い
来
世
の
こ
と
を
悟
り
望
み
見
る
こ

と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
で
害
毒
﹇
を
も
た
ら
す
も
の
﹈
を
こ
の
世
界
に
沢
山
置
い
て
、
人
を
救
い
出
そ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
の
で
す
。

そ
も
そ
も
天
主
は
こ
の
世
界
を
創
造
さ
れ
た
時
、
世
界
中
の
万
物
を
我
々
の
役
に
立
つ
た
め
に
養
生
し
た
り
利
用
し
た
り
す
る
よ
う
に

し
て
、
人
が
決
し
て
辛
苦
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
の
で
（
１６
）す

。﹇
と
こ
ろ
が
﹈
我
々
の
最
初
の
祖
先
が
天
主
（
上
帝
）
に
逆
ら
い
、

な
ら

後
の
子
孫
も
こ
れ
に
倣
っ
た
た
め
に
、
初
め
て
万
物
も
人
に
逆
ら
う
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
苦
し
み
が
起
こ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の
多

く
の
苦
し
み
は
天
主
の
当
初
の
お
考
え
で
は
な
く
、
人
が
自
ら
招
い
た
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
（
１７
）」

と
。
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﹇
馮
﹈
礼
部
尚
書
は
﹇
私
の
話
を
﹈
聞
き
終
わ
る
と
、
感
嘆
し
て
言
っ
た
、「
あ
あ
、
こ
の
﹇
天
主
の
﹈
教
え
が
中
国
で
明
ら
か
に
さ
れ

と
が

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
疑
問
が
氷
解
し
、
も
は
や
天
﹇
主
﹈
を
咎
め
る
考
え
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
天
﹇
主
﹈
を
咎
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
歴
代
の
聖
人
や
賢
人
方
で
、
す
べ
て
道
を
行
い
世
を
救
う
者
は
、
そ
の
一
生
の
行
為
は
辛
苦
で

な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
造
物
者
が
道
を
成
就
す
る
人
に
対
し
、
そ
の
死
後
、
草
木
同
様
に
朽
ち
果
て
さ
せ
て
、
永
遠
の
平
安
と

饗
応
が
得
ら
れ
る
楽
園
を
用
意
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
彼
の
人
々
が
﹇
生
前
﹈
体
験
し
た
辛
苦
に
対
し
て
、
造
物
者
は

何
ら
報
い
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
世
の
中
の
人
々
が
疑
惑
を
持
た
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
御
高
説
で

は
ば

述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
人
々
を
真
の
徳
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
人
欲
を
阻
み
軽
薄
な
も
の
に
従
う
こ
と
な
く
、
心
を
堅
固
に
し

て
辛
苦
を
耐
え
忍
び
、
窮
地
に
あ
っ
て
も
乱
れ
る
こ
と
な
く
、
志
を
強
く
し
て
本
分
に
立
ち
帰
る
よ
う
に
す
る
の
は
、
人
類
を
他
の
類
か

ら
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
真
実
の
説
で
あ
り
ま
す
」
と
。

こ
の
日
か
ら
﹇
馮
﹈
礼
部
尚
書
は
、
天
主
の
正
し
い
教
え
に
強
く
志
し
、
し
ば
し
ば
私
に
聖
な
る
教
え
の
教
理
や
戒
律
を
翻
訳
す
る
よ

う
求
め
、
そ
れ
以
外
の
も
の
も
速
や
か
に
翻
訳
す
る
よ
う
促
し
た
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
上
奏
を
行
い
、
空
疎
な
﹇
仏
教
の
﹈
教
え
を
排
撃

し
、
天
主（
上
帝
）に
仕
え
る
学
問
を
中
国
の
多
く
の
学
校
で
復
興
す
る
よ
う
願
っ（
１８
）た

。﹇
し
か
し
﹈あ
あ
、
何
と
痛
ま
し
い
こ
と
か
。﹇
馮
﹈

礼
部
尚
書
の
偉
大
な
志
が
成
就
し
よ
う
と
し
た
矢
先
に
、
突
然
病
気
に
か
か
り
亡
く
な
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、
私
の
望
み
は
打
ち
砕
か
れ

て
し
ま
っ
た
。
あ
あ
、
今
よ
り
後
、
多
く
の
人
々
の
中
で
、
彼
の
立
派
な
志
を
継
い
で
成
就
し
て
く
れ
る
者
は
い
る
だ
ろ
う
か
。
い
つ
の

日
か
そ
う
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。

【
注
】

（
１
）
馮
�
（
一
五
五
八
〜
一
六
〇
三
）、
字
は
用

う
ん

、
号
は
琢
庵
。
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
の
進
士
。
万
暦
二
九
年
（
一
六
〇
一
）
十
月
に
礼
部
尚
書
と

な
り
、
同
三
一
年
（
一
六
〇
三
）
三
月
に
在
官
の
ま
ま
四
十
六
歳
で
病
没
し
て
い
る
。
『
明
史
』
巻
二
一
六
、
『
明
名
臣
言
行
録
』
巻
七
四
、
『
東
林
列
伝
』

一
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巻
一
五
に
伝
が
あ
る
。
文
集
に
『
馮
用

先
生
北
海
集
』
四
六
巻
が
あ
る
。

（
２
）
原
文
に
は
「
人
参
天
地
」
と
あ
る
。
『
礼
記
』
礼
運
篇
に
、
「
聖
人
は
天
地
に
参
じ
、
鬼
神
に
並
び
、
以
て
治
政
す
」
と
、
同
じ
く
孔
子
�
居
篇
に
、
「
三

た

王
の
徳
は
、
天
地
に
参
た
り
」
と
、
同
じ
く
経
解
篇
に
、「
天
子
は
天
地
と
参
た
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
中
庸
』
第
二
十
二
章
に
は
、「
唯
だ
天
下
の
至
誠

よ

つ

の
み
能
く
其
の
性
を
尽
く
す
を
為
す
。
能
く
其
の
性
を
尽
く
せ
ば
、
則
ち
能
く
人
の
性
を
尽
く
す
。
能
く
人
の
性
を
尽
く
せ
ば
、
則
ち
能
く
物
の
性
を
尽

た
す

く
す
。
能
く
物
の
性
を
尽
く
せ
ば
、
則
ち
以
て
天
地
の
化
育
を
賛
く
べ
し
。
以
て
天
地
の
化
育
を
賛
く
べ
け
れ
は
、
則
ち
以
て
天
地
と
参
た
る
べ
し
」
と

あ
る
。
朱
子
は
「
天
地
と
参
た
る
と
は
、
天
地
と
並
び
立
ち
て
三
と
為
る
を
謂
う
な
り
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
人
参
天
地
」
と
い
う
表
現

は
、
医
書
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

の
り

こ

（
３
）
原
文
に
は
「
日
従
其
所
欲
爾
」
と
あ
る
。『
論
語
』
為
政
篇
に
、「
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
い
て
矩
を
踰
え
ず
」
と
あ
る
。

ふ
と
こ
ろ

（
４
）
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
、「
子
生
ま
れ
て
三
年
に
し
て
、
然
る
後
に
父
母
の
懐
よ
り
免
る
」
と
あ
る
。

（
５
）
『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
九
年
に
、
知
武
子
の
言
と
し
て
、「
君
子
は
心
を
労
し
、
小
人
は
力
を
労
す
る
は
、
先
王
の
制
な
り
」
と
見
え
、『
国
語
』
魯
語

お
し
え

に
、
公
父
文
伯
の
母
の
言
と
し
て
、「
君
子
は
心
を
労
し
、
小
人
は
力
を
労
す
る
は
、
先
王
の
訓
な
り
」
と
見
え
る
。
ま
た
、『
孟
子
』
滕
文
公
篇
上
に
、

や
し
な

「
或
い
は
心
を
労
し
、
或
い
は
力
を
労
す
。
心
を
労
す
る
者
は
人
を
治
め
、
力
を
労
す
る
者
は
人
に
治
め
ら
る
。
人
に
治
め
ら
る
る
者
は
人
を
食
い
、
人

や
し
な

を
治
む
る
老
は
人
に
食
わ
る
。
天
下
の
通
義
な
り
」
と
あ
る
。
朱
子
は
、
こ
の
四
句
は
み
な
古
語
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ

（
６
）
『
韓
非
子
』
外
儲
説
篇
左
上
に
、「
夫
れ
良
薬
は
口
に
苦
し
」
と
あ
る
。

め
い
そ

（
７
）
原
文
に
は
「
如
相
盟
詛
」
と
あ
る
。『
周
礼
』
秋
官
司
盟
に
、「
獄
訟
の
者
有
れ
ば
則
ち
之
れ
を
し
て
盟
詛
せ
し
む
」
と
あ
る
。
犠
牲
を
殺
し
そ
の
血
を

す
す
り
、
神
明
に
告
げ
て
盟
約
を
結
ぶ
こ
と
。

（
８
）
儒
教
で
は
上
下
の
関
係
に
あ
る
者
が
互
い
に
礼
を
も
っ
て
親
し
み
あ
う
こ
と
を
説
く
。
た
と
え
ば
、『
礼
記
』
経
解
篇
に
は
、「
上
下
、
相
い
親
し
む
、

之
れ
を
仁
と
謂
う
」
と
あ
る
。

（
９
）
儒
教
で
は
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
の
五
つ
の
人
間
関
係
に
お
い
て
あ
る
べ
き
あ
り
方
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
儒
教
倫
理
の
根
本
で
あ
る
五

倫
で
、
父
子
の
「
親
」（
親
愛
）、
君
臣
の
「
義
」（
忠
義
）、
夫
婦
の
「
別
」（
役
割
）、
兄
弟
の
「
序
」（
順
序
）、
朋
友
の
「
信
」（
信
義
）
の
こ
と
で
あ

る
。『
孟
子
』
滕
文
公
篇
上
に
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
破
ら
れ
た
状
態
を
言
う
。

す
べ
か
ら

じ
ゅ
し

ま
さ

（
１０
）
原
文
に
は
「
真
心
」
と
あ
る
。
元
来
仏
教
語
で
あ
る
が
、
程
子
の
門
人
の
謝
上
蔡
が
「
人
は
須
く
其
の
真
心
を
識
る
べ
し
。
孺
子
の
将
に
井
に
入
ら
ん

と
す
る
を
見
る
時
、
是
れ
真
心
な
り
」
と
説
い
て
以
来
、
程
朱
学
に
お
い
て
も
天
理
を
本
具
し
た
「
本
来
の
心
」
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
１１
）
原
文
に
は
「
黒
�
」、「
徳
牧
」
と
あ
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
（H

ērakleitos

）
は
、
前
五
三
五
頃
〜
前
四
七
五
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
万
物
の
根

源
は
火
で
あ
り
、
永
遠
の
生
滅
・
変
化
の
中
に
あ
る
（「
万
物
は
流
転
す
る
」）
と
説
い
た
。
孤
高
の
生
涯
を
送
り
、「
泣
く
哲
学
者
」「
暗
い
人
」
と
称
さ
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れ
る
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
（D

ēm
okritos

）
は
前
四
六
〇
頃
〜
前
三
七
〇
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
万
物
は
原
子
の
結
合
と
分
離
の
運
動
に
よ
っ
て
あ
る

と
説
い
た
。「
笑
う
哲
学
者
」
と
称
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
「
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
い
つ
で
も
笑
い
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
い
つ
で
も
泣
い
て
い
ま
し

た
」
と
あ
る
の
は
、
表
現
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

お
お
や
け

（
１２
）
『
新
約
聖
書
』
の
「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
」
第
１１
章
１３
節
に
、「
自
分
た
ち
が
地
上
で
は
よ
そ
者
で
あ
り
、
仮
住
ま
い
の
者
で
あ
る
こ
と
を
公
に
言
い

表
し
た
の
で
す
」
と
あ
る
。
同
じ
く
「
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」
第
３
章
２０
節
に
、「
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
本
国
は
天
に
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
」
第
５
章
１
節
に
、「
わ
た
し
た
ち
の
地
上
の
住
み
か
で
あ
る
幕
屋
が
滅
び
て
も
、
神
に
よ
っ
て
建
物

が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
人
の
手
で
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
天
に
あ
る
永
遠
の
住
み
か
で
す
」
と
あ
る
。

（
１３
）
原
文
に
は
「
天
民
」
と
あ
り
、「
天
が
生
じ
た
民
」
の
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
孟
子
』
万
章
篇
上
に
「
予
は
天
民
の
先
覚
な
る
者
な
り
」
と
あ
る
。

な
お
、『
聖
書
』
に
は
「
神
の
民
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
旧
約
時
代
に
お
い
て
は
、
神
に
選
ば
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
と
い
う
意
味

で
あ
っ
た
が
、
新
約
時
代
に
お
い
て
は
、
神
（
キ
リ
ス
ト
）
の
救
い
に
与
か
る
す
べ
て
の
人
々
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
新

約
聖
書
』
の
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
第
２１
章
３
節
に
、「
見
よ
、
神
の
幕
屋
が
人
の
間
に
あ
っ
て
、
神
が
人
と
共
に
住
み
、
人
は
神
の
民
と
な
る
」
と
あ

る
。

（
１４
）
こ
こ
ま
で
の
文
章
は
、『
天
主
実
義
』
第
三
篇
「
人
の
魂
は
不
滅
で
あ
り
、
鳥
獣
と
は
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
」
の
１
、
２
の
文
章
と
ほ

ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
。

（
１５
）
こ
れ
よ
り
以
下
の
リ
ッ
チ
の
発
言
部
分
は
、『
天
主
実
義
』
第
五
篇
「
輪
廻
六
道
や
戒
殺
生
と
い
っ
た
誤
謬
の
説
を
論
駁
し
て
、
斎
戒
の
正
し
い
目
的

を
示
す
」
の
１６
の
文
章
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
が
、
表
現
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

（
１６
）
『
旧
約
聖
書
』
の
「
創
世
記
」
第
１
章
２７
〜
３０
節
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
神
は
御
自
分
に
か
た
ど
っ
て
人
を
創
造
さ
れ
た
。
神
に
か
た
ど
っ
て
創
造
さ

れ
た
。
男
と
女
に
創
造
さ
れ
た
。
神
は
彼
ら
を
祝
福
し
て
言
わ
れ
た
。「
産
め
よ
、
増
え
よ
、
地
に
満
ち
て
地
を
従
わ
せ
よ
。
海
の
魚
、
空
の
鳥
、
地
の

は

は

上
を
這
う
生
き
物
を
す
べ
て
支
配
せ
よ
。」
神
は
言
わ
れ
た
。「
見
よ
、
全
地
に
生
え
る
、
種
を
持
つ
草
と
種
を
持
つ
実
を
つ
け
る
木
を
、
す
べ
て
あ
な
た

た
ち
に
与
え
よ
う
。
そ
れ
が
あ
な
た
た
ち
の
食
べ
物
と
な
る
。
地
の
獣
、
空
の
鳥
、
地
の
上
を
這
う
も
の
な
ど
、
す
べ
て
命
あ
る
も
の
に
は
あ
ら
ゆ
る
青

草
を
食
べ
さ
せ
よ
う
。」
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
」。

（
１７
）
『
旧
約
聖
書
』
の
「
創
世
記
」
第
３
章
に
よ
れ
ば
、
神
が
人
に
対
し
て
食
べ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
園
の
中
央
に
生
え
て
い
る
「
善
悪
の
知
識
の
木
」

そ
む

の
果
実
を
、
蛇
に
誘
惑
さ
れ
た
女
が
食
べ
、
さ
ら
に
男
も
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
神
の
言
葉
に
背
く
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
神
は
、
女
に
は
「
お

い
ば
ら

は

前
は
、
苦
し
ん
で
子
を
産
む
。
お
前
は
男
を
求
め
、
彼
は
お
前
を
支
配
す
る
」（
１６
節
）
と
言
い
、
男
に
は
「
お
前
に
対
し
て
土
は
茨
と
あ
ざ
み
を
生
え

い
で
さ
せ
る
、
野
の
草
を
食
べ
よ
う
と
す
る
お
前
に
。
お
前
は
顔
に
汗
を
流
し
て
パ
ン
を
得
る
、
土
に
返
る
と
き
ま
で
。
お
前
が
そ
こ
か
ら
取
ら
れ
た
土
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ち
り

に
。
塵
に
す
ぎ
な
い
お
前
は
塵
に
返
る
」（
１８
〜
１９
節
）
と
言
う
。
こ
う
し
て
人
間
は
「
エ
デ
ン
の
園
」
を
追
放
さ
れ
る
。
最
初
の
人
間
が
こ
の
よ
う
に

神
に
背
い
た
こ
と
を
「
原
罪
」
と
呼
ぶ
。

（
１８
）
後
藤
基
巳
「
馮
�
小
論
―
明
末
容
教
士
人
の
あ
り
か
た
―
」
（
『
明
清
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
』
所
収
）を
参
照
。『
馮
用

先
生
北
海
集
』巻
三
八
に
、「
為

重
経
術
、

異
説
、
以
正
人
心
、
以
励
人
材
疏
」、「
為
遵
奉
明
旨
、
開
陳
条
例
、
以
維
世
教
疏
」
な
ど
の
上
奏
文
が
見
え
る
。

『畸人十篇』の研究 ―第一篇・第二篇訳注―
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